
１　はじめに

近年の学校教育用コンピュータシステムで

はGUI（Graphical User Interface）環境の使用が

当たり前になってきている。個人ユーザを対

象として開発されたWindows3.1やMacOS

などの環境は、環境が簡単に変更できるた

め、一定の状態に保つための管理が大変で

ある。

このような状況を改善するためには、クラ

イアントマシンのGUI環境をWindows95とし、

ファイルサーバを備えたコンピュータネットワ

ークの導入が有効である。この構成では、個

人環境をサーバ上に置くことができるため、

システム内のどのクライアントマシンからで

も同一の個人環境を使用することができる。

ファイルサーバを導入することにより、次

のような効果も期待できる。

・GUI環境での実習で扱うフロッピーディス

クに入りきらないような大容量のデータも

簡単に扱うことができる

・プリンタサーバを導入し、プリンタの共有

も簡単に行える

また、このようなシステムは、LAN（Local

Area Network）を前提としているが、LANが

あれば、イントラネットやインターネットへ

と発展させることも容易である。

図１に本例のシステム構成の概要を示す。

２　Windows95における個人環境

ネットワーク環境が利用可能なWindows95

における個人環境は、ユーザから見ると、①

スタートメニュー、② デスクトップ、③ ネ

ットワークコンピュータ、④（スタートメニ

ューの中から参照できる）最近使ったファイ

ル、の４つから構成される。さらに、⑤ユー

ザレジストリ（USER.DATというファイル）、

を加えた５つの構成要素で個人環境が組み立

てられている。
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これらの要素は、システムディスク（Ｃ：）

の¥Windows¥Profilesの下のユーザ名がつい

たフォルダの中に保存される。Windows95で

はログオンユーザ名に対応したユーザ別の環

境を読み出すことにより、ユーザ別の環境の

構成を行っている。

図２にC:¥Windows¥Profilesの例とユーザ

ごとの環境要素の例を示す。

これらのユーザ環境は、ファイルサーバを

用意することにより、ファイルサーバから読

み出すことが可能となるため、各ユーザはど

のクライアントマシンを使用してもユーザ個

人の環境の利用が可能となる。

３　ファイルサーバの設定

本章では、WindowsNT Server4.0Jおよび

NetWare4.0Jをファイルサーバとしたときの

システムの構築方法を述べる。

３.１　WindowsNT Server4.0Jを用いた例

３.１.１　基本設定および共有資源

WindowsNT Serverを用いたLANシステム

では、ドメインを構成するかしないかで、サ

ーバの設定が異なってくるが、セキュリティ

を考慮する場合や、将来的なシステムの拡張

を計画している場合にはドメインを構成した

方がよい。サーバを１台しか用意しない場合

は、プライマリドメインサーバとする。また、

２台めのサーバは、バックアップドメインサ

ーバとする。３台目以降のサーバを用意する

場合は、バックアップドメインサーバまたは

スタンドアローンサーバとする。表１にサー

バの構成法のガイドラインをまとめる。

サーバのディスク構成は、管理のし易さや

安全性を考慮し、システム用と共有資源とし

て割り当てるユーザ用とを分離した方が良

い。本例では、共有資源として、ユーザ個人

に割り当てる「個人フォルダ」の領域と、ユ
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図１　システム構成

クライアントマシン
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図２（a）Windows95のシステムディスクへの個人環境の格納例

図２（b）Windows95の個人環境

WindowsNT Serverの種類

プライマリ・ドメインサーバ

バックアップ・ドメインサーバ

スタンドアローン・サーバ

特　　徴

・ネットワーク全体の管理を一括して行なうことが可能
である。
・１台目のWindowsNT Serverマシンを用いる。

・プライマリ・ドメインサーバのバックアップ用。した
がって、NetLogonフォルダなどはプライマリ・ドメイ
ンサーバと同期を取っておく必要がある。
・必要に応じて複数台設置できる。

・一般に特定のサービスだけを提供する目的で設置され
る。
・ネットワーク内の負荷分散を目的とすることが多い。

表１　WindowsNT Serverの種類と選択のためのガイドライン



ーザが共通に使用できる「共用フォルダ」の

領域を用意した。なお、ファイルサーバ上に

おける各ユーザの「ホームディレクトリ」は

個人環境の格納場所となるので「個人フォル

ダ」とは別の場所になるようにした。さらに、

ユーザが共通に参照する領域やメインテナン

ス用の領域などを用意した。

プリンタを共有する場合は、サーバ本体の

プリンタポートは使用しないで、ネットワー

ク対応のプリンタを用意するか、専用のプリ

ンタサーバを用意した方が効率が良い。

LANプロトコルの選択方法は各種考えられ

るが、将来のシステム規模の拡大やインター

ネットへの対応などを考慮し、NetBIOS over

TCP/IPを選んだ。NetBIOS over TCP/IPは

ルータのある環境でもルータ越えでアクセス

したり、同一のドメインを構成したりするこ

とができるため、大規模なLANにも対応可能

である。

表２に、本例のサーバの構成内容を示す。

３.１.２　ユーザの登録

WindowsNT Serverのユーザ登録はGUI環

境に対応した「ドメインユーザマネージャ」

を使うことが一般的である。しかし、学校の

ように毎年、定期的にほぼ一定数の新規ユー

ザと廃止すべきユーザが発生する場合には、

「ドメインユーザマネージャ」での登録、削

除は大変である。WindowsNT Serverのコマ

ンドラインツールの中にユーザ登録を行うた

めのコマンドがあるのでこれを使用すると作

業の省力化が可能である。
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ハードウェア

ソフトウェア

L A N 構 成

ディスク構成

・CPUはPentium166MHzクラスでも可
・メモリ：128メガバイト以上（なるべく多くする）
・ディスク構成：SCSI用PCIバスインターフェースを用いる（下欄参照）
・LAN構成：PCIバスインターフェースを用いる（下欄参照）
・バックアップ装置
・無停電電源装置（UPS）

サーバの稼働に必要な最低限のアプリケーションだけにする
・OS：マイクロソフトWindowsNT Server4.0J
（クライアントライセンスも必要数確保する）
・必要に応じてバックアップソフトやウィルスチェックソフトを導入する

・プロトコル：TCP/IP（NetBIOS over TCP/IP）
・必要に応じて次のサービスを導入（ここに挙げたサービスはWindowsNT

Serverに標準添付されている）
DHCP
DNS
WINS

項目ごとにディスクまたはボリューム，パーティションを分割する
・システム用：１ギガバイト程度
・各ユーザ用：１人当たり容量×ユーザ数×1.5～２倍程度
・共用フォルダ用：各ユーザ用と同等程度
・その他：必要に応じて確保（ホームディレクトリや管理用）

表２　WindowsNT Serverの構成概要



また、ユーザ登録の他に、個人で使用する

領域に対する権限の割り当てなども必要で

ある。

本例でのユーザ登録の基本的な考え方は次

の通りである。

・ユーザは何れかのグループに所属する。

・新しく作成したグループは基本的に「学

生」、「教員」の２つだけで管理を簡便にで

きるようにし、管理者（複数）は「Domain

Admin」、外部からの客は「Guests」とい

うWindows NTのデフォールトのグルー

プに所属させた。

・Windows95の個人環境はWindowsNT

Server上の「ホームディレクトリ」にあ

ることが前提なので、個人専用の「個人

フォルダ」は別の場所に用意した。

・ログオンスクリプトを用意し、ドライブ

の割り当てや時刻の同期を取るように

した。

なお、ログオンスクリプトはプライマリド

メインサーバの共有名が「NetLogon」のフォ

ルダに格納する。また、バックアップドメイ

ンサーバがあるときは、両サーバ間での同期

を取るような設定をしておく。

以上の考え方にしたがって、ユーザ登録用

のコマンド（バッチファイル）を作成した。

図３に本例で使用した、ユーザ登録用のコマ

ンド（バッチファイル）、および、ログオン

スクリプトを示す。

３.１.３　個人環境の作成と配布

個人環境は雛形を作成し、それをコピーす

ることにより、本校の標準の環境の配布を行

った。なお、個人環境の雛形の作成の詳細に

ついては３.３に後述する。

個人環境をサーバ上に予め準備したことに

より、学習者の最初のログイン時からその環

境の使用ができるようになった。

具体的な作業としては、個人環境の雛形を

各個人のホームディレクトリにコピーし、ア

クセス権を各個人がフルコントロールできる

ようにしておく。また、USRE.DATの日付を

TOUCHユーティリティなどで最新の日付に

変更しておいた方がよい。作業用のコマンド

（バッチファイル）を図４に示す。

なお、TOUCHユーティリティはファイルの

日付を変更するツールで、フリーウェアとし

て配布されているものを使用した。入手でき

ない場合は、Windows95などに標準で添付さ

れているDebugコマンドを使い図５のように

して代用もできる。ただし、この場合は作業

時点の時刻に設定されるだけである。

３.２　NetWare4.0Jを用いた例

NetWare4.0Jを用いた場合もWindowsNT

Server4.0Jを用いた場合と同様のシステムを構

築することができる。また、システム構築の

考え方もほとんどの部分で共通である。した

がって、本項ではWindowsNT Server4.0Jを用

いた場合と異なる点を中心にまとめる。

なお、NetWare3.2Jを用いた場合でもほと

んど同じ考え方でシステム構築が可能である。

３.２.１　基本設定および共有資源

NetWare4.0Jではディレクトリサービスを

導入することが可能であり、システム規模が

大きくなった場合には有効な考え方である。

しかし、ファイルサーバが１台だけの場合な

どはNetWare3.2Jと同様の考え方で扱うこと

ができる。本例では、ファイルサーバが１台

だけのシステムを構築した。

ディスク構成は、WindowsNT Serverの場合

と同様である。

プリンタの共有をする場合は、サーバ本体

のプリンタポートは使用しないで、ネットワ

ーク対応のプリンタを用意するか、専用のプ

リンタサーバを用意した方がよい。

LANのプロトコルは、NetWare標準のIPX

を使用した。

表３に本例のサーバの構成内容を示す。
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図３　Windows NT Serverにおけるユーザ登録および環境設定用のバッチファイル
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ハードウェア

ソフトウェア

L A N 構 成

ディスク構成

・CPUはPentium133MHzクラスでも可
・メモリ：64メガバイト以上（なるべく多くする）
・ディスク構成：SCSI用PCIバスインターフェースを用いる（下欄参照）
・LAN構成：PCIバスインターフェースを用いる（下欄参照）
・バックアップ装置
・無停電電源装置（UPS）

サーバの稼働に必要な最低限のアプリケーションだけにする
・OS：Novell NetWare4.0J
（クライアント数に応じた製品を選択する）
・必要に応じてバックアップソフトやウィルスチェックソフトを導入する

・プロトコル：SPX/IPX

項目ごとにディスクまたはボリュームを分割する
・システム用：１ギガバイト程度
・各ユーザ用：１人当たり容量×ユーザ数×1.5～２倍程度
・共用フォルダ用：各ユーザ用と同等程度
・その他：必要に応じて確保（ホームディレクトリや管理用）

表３　Net Wareの構成概要

図４　Windows NT Serverの個人環境のコピー用バッチファイル

図５　TOUCHコマンドの代用処理（□はEnterを示す）



３.２.２　ユーザの登録

NetWare4.0Jになり、GUI環境（NwAdmin.

EXE）やメニュー形式（NetAdmin.EXE）で使

用できるツールが整備され、かなりのことが

これらのツールでできるようになったが、毎

年、定期的に多数のユーザの追加、削除が必

要である場合はコマンドラインで使用できる

ツールを使用した方がよいと思われる。GUI

環境やメニュー形式のツールでは、ごく基本

的な設定を行なうだけとした。具体的にはグ

ループの作成、テンプレートの作成、グルー

ププロファイルの作成などである。

本例でのユーザ登録の考え方はWindowsNT

Serverの場合と同様である。ただ、NetWare

では、ログインスクリプトはグループ単位で

グループプロファイルに登録できるので、こ

の点はWindowsNT Serverに比べ設定が楽で

ある。

図６に本例で使用したユーザ登録用のコマ

ンド（バッチファイル）、および、ログイン

スクリプトを示す。

３.２.３　個人環境の作成と配布

個人環境の配布の方法はWindowsNT Server

の場合と同様の方法で行う。具体的な方法は

図６（d）を参照されたい。

３.３　個人環境の雛形の作成

個人環境の雛形としては、「スタートメニュ

ー」と「USER.DAT」を作成しておく必要が

ある。「スタートメニュー」は「スタートメニ

ュー」の「設定」の「タスクバー」で変更で

きる。また、「USER.DAT」には各種のアプリ

ケーションのパラメータなどを含めたさまざ

まな設定が書き込まれるので、特定のIDを用

いて、納得のいく環境を作成し、これを雛形

とする。なお、このIDを用いて各マシンへの

アプリケーション・ソフトウェアのインスト

ールを行なうと、インストール時に設定する

パラメータがUSER.DATに反映される。

特に注意したいのは、各種ソフトウェアが

デフォルトで使用するフォルダの設定、ファ

イルタイプとアプリケーションの対応付け、

各ソフトウェアが必要とするパラメータなど

である。各ユーザに関連した設定はレジスト

リの「HKEY_CURRENT_USER」の中に記述

されているので、レジストリエディタを使用

して確認した方がよい。

４　クライアントの設定

サーバがWindowsNT Serverの場合は

Windows95に標準で用意されている「Micro-

softネットワーククライアント」を使用した。

また、サーバがNetWareの場合はNovellから

出荷されている「NetWare Client 32 for

Windows95」を使用した。Windows95に標準

で用意されている「NetWareネットワークク

ライアント」はログインスクリプトの処理が

できないなどの不都合があった。

４.１ Microsoftネットワーククライアント

の設定

４.１.１ ネットワークの構成

ネットワークの構成はコントロールパネル

のネットワークで行う。プロトコルはNet

BIOS over TCP／IPを使用することになるが、

設定画面上では単にTCP/IPを選択すればよ

い。図７（a）に本例での設定例を示す。図７（a）

の例は固定 IPアドレスを付けてあるが、

WindowsNT Server側でDHCPサーバを構成す

れば、図７（b）のような設定でよくなり、管

理が大変楽になる。DHCPサーバの構成は文

献5), 6)を参照すると分かりやすい。

４.１.２ サーバからユーザ環境を読み込む

ための設定

Windows95の通常の設定ではサーバ上の個

人環境を読み書きしない。サーバにアクセス

するためにはコントロールパネルのパスワー
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図６（a）Netwareのユーザ登録用制御ファイル（USER. CTL）

図６（b）Netwareのユーザ情報ファイル（USER. DAT）

図６（c）Netwareのユーザ登録コマンド（USER. logにログが
保存される）、クライアントのDOS環境で実行する

図６（d）Netwareの個人環境のコピーのためのバッチファイル

図６（e）Netwareのログインスクリプト
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図７（a）Microsoftネットワーククライアントの設定（固定 IPアドレスの場合）
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図７（b）TCP/IPの設定にDHCPを利用する（他のページの設定は図７（a）と同様である）

図７（a）Microsoftネットワーククライアントの設定（固定 IPアドレスの場合）（つづき）



ドを図８のように指定する。なお、展示用な

ど特別な用途のパソコンを設置する場合に

は、必要に応じて設定すればよい。

４.１.３ Windowsパスワードとの同期

先に述べたようにWindows95自身でも複数

ユーザ環境を持っている。この環境でのユー

ザ認証は「Windowsログオン」と呼ばれてい

る。ログオン時には、Microsoftネットワーク

へのログオンを行った後でWindowsログオン

も行われるため、クライアントマシンにユー

ザ環境が無い場合、パスワードを２回聞くよ

うになる。

Windowsログオン時のパスワードを聞かな

いようにするためには各マシンごとにレジス

トリエディタを用いて、次のレジストリエン

トリの値を１にする必要がある。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Microsoft¥Windows¥CurrentVersion¥Policies¥

NetworkのDisablePwdCaching

なお、ポリシーエディタ（Poledit）でシス

テムポリシー（後述）のクライアントマシン

（例えば通常のコンピュータ）の［ネットワー

ク］－［パスワード］－［パスワードのキャッシ

ュ］の［使用不可にする］をチェックすると

マシンごとに設定する必要は無くなる。

４.２ NetWareクライアントの設定

基本的な考え方はMicrosoftネットワークク

ライアントの場合と同様である。

４.２.１ ネットワークの構成

ネットワークの構成はコントロールパネル

のネットワークで行う。クライアントとして

NovellのNetWare Client 32 for Windows95を選

ぶと必要なプロトコルが選択される。図９に

本例での設定を示す。なお、インターネット

への接続を行う場合はTCP/IPを組み込む必

要がある。

４.２.２ サーバからユーザ環境を読み込む

ための設定

Microsoftネットワーククライアントと同様

の設定を行えばよい。

４.２.３ Windowsパスワードとの同期

NovellのNetWare Client32 for Windows95を

使用した場合、特に考慮する必要はない。す

でに、標準の設定でそのようになっている。

５　システムポリシー

システム全体を一括して管理制御する方法

として「システムポリシー」という仕組むが

用意されている。システムポリシーを操作す

るツールは、Windows95のシステムCDの

¥ADMIN¥APPTOOLS¥POLEDITフォルダにあ

る。システムポリシーの機能を使うと、サー

バ上に置いてある情報を各クライアントマシ

ンにログオン時に配布することができるため、

各クライアントの設定を一括して制御できる。

この情報をサーバ上に置く場所は決まってお

り、WindowsNT Serverの場合はプライマリド
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図９　NetWare Client32 for Windows95の設定（ログインタブの各表示のチェックは外しておくとよい）



メインコントローラの共有名がNetlogonとな

っている（ログオンスクリプトを置く場所）

場所、NetWareの場合はシステムボリューム

（SYS）のPublicである。

また、グループを作成しグループ単位で設

定できるグループポリシーを使う場合は

Windows95のシステムCDから¥ADMIN¥

APPTOOLS¥POLEDIT ¥GROUPPOL.DLLを各

クライアントのシステムディスクの¥Windows

¥Systemの中にコピーしておく必要がある。

システムポリシーの本例での設定例を図10

に示す。

６ 本システムの問題点と解決のための
方法

本システムを使用する中でいくつかの問題

点が明らかになった。以下に問題点と解決方

法を示す。

①個人環境がローカルディスクに溜まり、ロ

ーカルディスクが圧迫される

［問題点］

個人環境はサーバからローカルのシステム

ディスクの¥Windows¥Profilesの下にユーザ

毎にコピーされる。この個人環境の実総容

量は各ユーザ毎に数100キロバイト程度であ

るが、Windows95のディスクのクラスタ容量

の関係で、各ユーザ毎に数メガバイトのディ

スク容量を消費してしまうことがある。この

事が原因で、ローカルディスクの空き容量が

不足する事態が発生した。

［解決策１］

時々、¥Windows¥Profilesの下にコピーされ

ている個人環境を消すようにした。手作業で

行なうのは大変なので、特定のIDを用意し、

そのログオンスクリプトの中で消すようにし

た。WindowsNT Server環境で、実際に使用し

ているログオンスクリプトを図11に示す。な

お、この作業用のIDの環境も同じ場所にコピ

ーされるが、これは消してはならない。また、

テンポラリー領域として使用している領域の

クリアも同時に行なうようにした。

本例の環境では、ローカルディスクの空き

容量が200MB程度であるが、２週間に1度程

度、作業用IDでログオンし、作業を行なうよ

うにした。

［解決策２］

解決策１の方法では、管理者の作業が定期

的に発生する。そこで、各ユーザがログオン

するときに自動的に空き容量を確保する仕組

みを検討している。現在検討中の方法は、ユ

ーザのログオンスクリプトの中で¥Windows¥

Profilesのログオンユーザ以外の環境を消す、

というものである。WindowsNT Server環境で

検討しているものを図12に示す。この場合、

ログオンユーザ名を環境変数USER_NAMEに

設定しておく必要がある。

②個人環境のない状態でログオンしたときに

不用なメッセージが表示される

［問題点］

クライアントマシンのローカルにユーザ環境

がない状態でログオンしようとすると、図13

のようなメッセージが表示される。
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図10 システムポリシーの設定例
個別の名前の付いているアイコンは
特別の設定をしてあるユーザである
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図11 メインテナンス用ユーザ IDのログオンスクリプトの例

図12（a）自動的に空き領域を確保するログオンスクリプト
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図12（b）clearコマンドのソースプログラム

図13 ローカルにユーザ環境の無いときに表示されるメッセージボックス



ここで、［いいえ］を選んでしまうと、ロ

ーカルマシンが持っているデフォルトの環境

を使って立ち上がる。

［解決策］

現在のところは特別な対策を立てずに、

を選ぶように指導している。

なお、図14のレジストリにユーザ名を示す

エントリが存在し、さらに、システムディス

クの¥Windows¥Profilesの下にユーザ名と同じ

名前のフォルダ（中身はなくても構わない）

があれば、このメッセージは表示されない。

このメッセージが表示されるのは、ログオ

ンスクリプトの処理後なので、ログオンスク

リプトの中でこのエントリを検索し無いとき

にはエントリを作成し、さらに、¥Windows¥

Profilesの下にユーザ名と同じフォルダが無い

ときにはフォルダを作るとメッセージの抑制

が可能と思われる。

現在、この処理方法を検討している。

③ログオン時に、前回利用した人のユーザ名

が表示される

［問題点］

ログオン時のログオン画面に前回使用した

人のユーザ名が表示されている。推定しやす

いパスワードを付けているときは、不正なロ

グオンを許す温床になる可能性が高い。

［解決策］

現在のところ、不都合はあまり無いので対

策は行なっていない。

なお、これはレジストリエントリの［HKEY_

LOCAL_MACHINE¥Network¥Logon］の

［username］の内容を表示しているので、起

動時か、ログオフ時に、このエントリの内容

をクリアすれば表示されなくなる。

また、マイクロソフトで配布しているPower

Toysの中のツール（Tweak UI）を使用すると

表示しないようにできる。なお、詳細につい

ては下記のURLを参照されたい。

http://www.microsoft.com/windows/windows

95/info/powertoys.htm

はい（Y）
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図14（b）ユーザ環境の一覧とエントリの内容（レジストリエディタでの表示）

図14（a）ユーザ環境の位置を示すレジストリエントリ



④Windows９５のバックアップツール

［問題点］

Windows95に添付されているバックアップ

ツールは、フロッピーディスクインターフェ

ースに接続するQICテープドライブおよびデ

ィスクドライブ（ネットワーク上のドライブ

も可能）に対応したものである。また、リス

トアを行なうにはWindows95が正常に稼動し

ないと使えない。したがって、ハードディス

クの破損などのトラブルにあったときは、

Windows95をインストールしてから、バック

アップを行なう必要がある。

システムディスクの障害などが発生し、元

の環境に戻すために、Windows95の再インス

トール、データのリストアという作業を行な

わなければならないので、非常に時間が掛か

り、大変である。

［解決策］

市販ソフトなどの適当なバックアップツー

ルを入手した方がよいだろう。比較的安価で、

バックアップ・リストアの容易なものの一つ

として、ティー・アンド・ビー株式会社の

「プリーズ・カムバック」を推奨する。詳細

は下記のURLを参照されたい。

http://www.bekkoame.or.jp/~fukuyama/

このソフトは、MS-DOS環境で稼動し、バ

ックアップ・リストアとも比較的簡単な操作

で行なえる。バックアップ先には、ハードデ

ィスク、ネットワークドライブ、MOなどが

使える。プリーズ・カムバック用のシステム

はフロッピーディスク１枚で作成できるので、

これらの媒体が使用できれば管理が容易にな

り、非常に便利である。

現在、このソフトのテストをしているとこ

ろであるが、次のような使い方を考えている。

（1）Windows95のシステムディスクと同等

以上の容量の作業用のIDEディスクを

用意し、正常な環境を持つマシンに接

続（増設）し、FAT形式でフォーマッ

トを行なう。

（2）正常なシステムディスクの内容をプリ

ーズ・カムバックを使用して、増設し

たハードディスクにバックアップす

る。なお、これは適当な一台のマシン

を選んで行なえばよい。

（3）バックアップされたデータは一つの可

視ファイルになっているので、CD-R

を用意し、CD-Rに書き込んでおく。

一般的に、この作業はWindows95上な

どで行なうことになると思われる。

（4）障害が発生したときは、CD-Rからリ

ストアを行なう。なお、プリーズ・カ

ムバックにはリストア専用のライセン

スもあるので、こちらも検討した方が

よいだろう。

（5）マシン名など、個別に設定しなければ

ならない箇所の設定を変更する。変更

すべき箇所としては、「マシン名」、個

別 IPアドレスを使用しているときの

「IPアドレス」などがあるが、何れも

コントロールパネルのネットワークの

設定の中で行なう。

同種のマシンの場合にはこの方法が有効で

あるので、機種毎にバックアップのCD-Rを

用意しておく予定である。

図15にFMV-5133/FMV-575用のバックアッ

プ・リストアディスクの内容を示す。なお、

ディスク内のファイルはほとんどがWindows

95に含まれている。通常は、¥Windows95と

¥Windows95¥Commandの中にある。なお、図

15（a）のCOMEBACKディレクトリはプリーズ

・カムバックのプログラムディスクの内容をそ

のままコピーした。また、CDROMディレクト

リにはCD-ROM用のドライバが入っているが、

これは別途入手する必要がある。具体的には、

各コンピュータなどのマニュアルの「DOS環境

でCD-ROMを使うための設定」を参照し、同

様に設定すればよい。図15にはATAPIタイプ

のCD-ROMをマザーボードのE-IDEポートに
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図15（a）バックアップ・リストア用フロッピーディスクの内容

図15（b）CONFIG.SYSの内容

図15（c）AUTOEXEC.BATの内容

図15（d）バックアップ操作（D:ドライブのBAK.???にシステム
ドライブ（C:）の内容をすべてバックアップ）

図15（e）リストア操作（CD_R（この例ではD:ドライブ）に書込んである
バックアップをシステムドライブ（C:）にリストア）



接続しているタイプの例を示した。

⑤サーバのバックアップ

［問題点］

問題点はWindows95の場合と全く同じであ

るが、各ユーザの貴重なデータが保存されて

いるので、データ消失などのトラブルがある

と被害は甚大である。

［解決策］

何らかのバックアップ装置を用意し、定期

的にバックアップをとっておく必要がある。

システム標準のバックアップソフトもある

が、市販のバックアップツールは便利な機能

を備えているようである。

以下に、基本的な考え方をまとめておく。

（1）バックアップ装置としてはテープ装置

が一般的である。サーバの総ディスク

容量が一度にバックアップできるよう

な装置を用意する。

（2）定期的なフルバックアップを行なう。バ

ックアップは時間が掛かるので、夜間

や休日に自動運転できるようにして

おく。バックアップの間隔は１週間～

2週間程度にした方がよいと思われる。

（3）できれば、毎日、差分のバックアップ

を取っておく。これも、夜間などに自

動運転させる。

フルバックアップおよびそれに連続する差

分のバックアップは最低２世代は残しておい

た方がよいので、バックアップ媒体も十分に

用意しておく。

７　おわりに

ネットワーク環境を利用していると便利な

使い方が次々と思い付くが、管理する側から

見ると、これほど厄介なものはないように思

われる。特に原因がよく分からない障害が発

生した場合は経験と感とに頼った対処となる

ことも多い。そこで、快適に管理を行なうた

めの基本的な考え方を示し、本稿の終わりと

する。

７.１　ハードウェア

７.１.１　サーバーマシンの条件

・PC－AT互換機が使い易い（ほとんどすべ

てののネットワークOSが対応）。

・PCIバスのLANアダプタ、SCSIアダプタを

使う。

・HDDはSCSIタイプが使い易い（安定して

いる、増設が容易）。必要な容量は、ネッ

トワークOS、共有データ、ユーザデータ

の合計から算出。

・電源スイッチやリセットスイッチがソフト

ウェアで無効にできるものがよい。

場合によっては、スイッチを外すとか、スイ

ッチに目隠しをする。

・増設の可能性がある場合は、タワー型のケ

ースに入っているものを選ぶ。

７.１.２ バックアップ装置

・いざという時のためにもバックアップ装置

は必ず用意する（使用するネットワーク

OSが対応していることを確認する）。

・テープ装置：１／４インチカセット（QIC）

や４mmDATなどがある、容量は様々。

・MO：安価な3.5インチタイプの場合、媒体

１つで128MB/230MB/540MB/640MB。

・５インチMO、追記型光ディスク、PDなど

他にもいろいろある。

７.１.３ UPS（無停電電源装置）

ネットワークOSは停電で問題が発生する

可能性が高いので、停電時に電力を供給し、

かつ、サーバーマシンの強制終了処理をする

ための機構を持たせる。

停電時のみ供給する方式

・停電時だけ、バッテリーから電力を供給す

る方式、停電を検出してから切り替える。

・停電時に瞬断が発生するので、消費電力が
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ある程度大きいと影響を受ける可能性が

ある。

常時電力供給方式

・常時バッテリーから電力を供給する方式、

電子回路で交流を発生させる。

・停電時にも電力波形が乱れない。

停電の通知

・小型のUPSは、数分間の電力を供給するだ

けであるから、停電が発生したら、サーバ

ーマシンだけでも正常な終了処理（シャッ

トダウン）を行う必要がある。

・RS－232Cなどのシリアル回線を通して、サ

ーバーに停電通知ができるUPSを選択する。

７.１.４　設置環境

・サーバーマシンは、一般ユーザーには触れ

させない。したがって、隔離された環境に

置いておく。実習室内に置くときは、なる

べく触れにくいところに置いておく。

・トラブルを避けるため、電源スイッチやリ

セットスイッチは、無効にしておく（取り

外す、カバーを付ける等）。キーボードも無

効にしておく（PC－AT機では、key lock機

能を持つものがある）。電源ラインも専用

のものを使用するとよい。

７.２ サーバの設定について

サーバの基本的な設定は業者が行うが、ユ

ーザ側で決めておかなければならない点も

ある。

７.２.１ ユーザの設定

・ユーザID

誰に対して設定するか、形式はどのよ

うにするか。個人個人に設定するか。

・パスワード

誰が決めるか。特に機密性の高いファ

イルをファイルサーバ上に置く場合や、

インターネットに直結しているネットワ

ークサーバへアクセスできるユーザを設

定した場合は注意が必要である。

・ユーザ専用領域、共通領域、などの設定

（容量、権限：読書きの可否の指定）。

７.２.２ アプリケーションソフトウェア

・不要なものはインストールしない。

・インストール先、ソフトウェアで使用す

るディスク容量、データ容量などの把握。

７.３ 日常の運用管理

７.３.１ 管理者の任命

ネットワークは秩序よく管理していかない

と、運用に支障を来す可能性が高い。したが

って、ネットワークの管理に責任と権限を持

つ管理者を専任することが必要である。正副

２名程度を専任した方がよいであろう。

また、管理者の交代に際しては、きちんと

引き継ぎをする必要がある。

７.３.２ 管理者の仕事

ネットワークを円滑に運用し、トラブルの

発生したときには速やかに対処するために、

管理者として次のようなことを行わなければ

ならない。

（a）導入に際して

・日々の運営を記録する「管理台帳」、「故

障記録簿」等の準備。

故障、修理の記録やシステムの変更の

記録は忘れずに記入しなければならな

い。

・システムの仕様をまとめた「システム仕

様書」を整備する。基本的には納入業者

に作成させる（変更のある度に修正して

いく）。

・システムのハードウェア、ソフトウェア

などのマニュアルをまとめたり、操作手

引などを作り、いつでも参照できるよう

にしておく。

・使用環境は、使う頻度の少ない人の立場

に立って設定する
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管理者がいろいろな意見を吸収してか

ら設計し、納入業者などの協力の上で設

定を行う。一番使いそうもない人がすぐ

に使えるような環境にすることが望ま

しい。

特に初めて使う人から見たときに、す

ぐに馴染める環境にしておくことが必要

である。

また、不都合があれば計画的（学年や

学期の切れ目など）に修正する。

・管理者向け「運用手引き」の作成

納入業者の連絡先・担当者、トラブル

が発生したときの連絡先・担当者、消耗

品の型番や発注先なども記録しておく。

・一般ユーザ向けの「利用の手引き」の

作成

業者に任せると、難しすぎたり、一般

ユーザに分かり難いものができる可能性

が高いので、管理者が中心となり作成し

たほうがよい。

「利用の手引き」に載せる内容は必要

最小限に押さえること。

・管理者向けの導入研修の実施

納入業者に実施してもらう。LANシス

テム運用方法やユーザ管理、ファイル管

理などの方法の研修を行う。

・一般ユーザを対象とした研修の実施

管理者を中心に内容を決め、管理者や

LANに詳しいユーザが講師となり実施す

る。研修内容は、LANを使う上での必要

最小限な内容に絞る。なお、納入業者に

は研修に立ち会ってもらい、トラブルへ

の対応などを行ってもらう。

LANシステムの使用状況やユーザの要

望などに応じての研修も計画、実施する。

（b）日常の仕事

・運転管理

正常に稼動しているかを確認する。

サーバ類の電源の投入や電源の切断も

行う。

・「管理台帳」の記録

トラブルの発生、修理等は、日時、原

因、対処方法などを含めて必ず記録する。

運転の状況も記録する。

・消耗品の補充

用紙、インクリボン、インクカートリッ

ジ、フロッピーディスク、テープなどの

消耗品は在庫を切らさないようにする。

また、レーザプリンタのトナーなどは使

用期限があるので計画的に購入する。

・故障発生時の対処

「故障記録簿」への記録。保守業者へ

の連絡など。修理後には故障の原因など

も記録しておく。

・部屋が乱雑にならないように気を配る

机の後ろ側やディスプレイ、パソコン

の下など掃除のし難い所も定期的に掃

除を行う。

７.３.３　業者との関係

ネットワークの運営は個人レベルでは負荷

が大きく困難が伴う。そこで、信頼のおける

業者と仲良くなり、協力関係を築くことが必

要である。

（a）納入業者との関係

納入業者の選定は、現場サイドだけで

は決められないので、難しいものがある

が、トップなどには、ＬＡＮシステムの

特殊性や管理の困難さなどをアピール

し、経験と技術力があり、信頼のおける

業者から納入させる。

技術力の無い業者から納入されてしま

った場合にも、メーカやメーカの直接の

代理店の協力を受けられるように働きか

ける。

（b）保　守

故障が発生したときには速やかに修理

が行なわれる必要がある。納入業者とも

関連するが、迅速な対応をしてもらうよう

な体制を業者側に作らせる必要がある。
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［追　補］

1997年10月30日より、Microsoft社より

「Zero Administration Kit for Windows95」が無

償で配布開始となった。このツールはクライ

アントの環境の集中管理や保護を目的とした

もので、本稿の趣旨に合致している。今後、

Windows95によるシステム構築を考える場合

に有効な手段の一つと考えられる。なお、詳

細は下記のURLを参照されたい。

http://www.microsoft.com/japan/win95/zak/
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